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【第 1 号議案】 
令和４年度 事 業 報 告 

（令和４年４月１日～令和５年３月３１日） 

 

Ⅰ. 活動の概況 

 

公益社団法人呉法人会は、「税のオピニオンリーダーとして企業の発展を支援し、地域の振興に寄与

し、国と社会の繁栄に貢献する経営者の団体である」という法人会の理念に則り、全法連、県法連と一

体となり社会全体への貢献をめざし、税を中心とした事業の活性化を図るとともに、適正・効率的な組織

運営を展開しました。 

本年度はコロナによる事業活動への影響は軽微であったため、事業の実施にあたっては概ね計画通

りに行うことができ、法人会の原点である「税」に関する活動に軸足を置きつつ、地域社会の健全な発展

に資する事業活動にも積極的に取り組みました。地域社会貢献活動の一環として行っている小学６年生

を対象にした「租税教室」や「税に関する絵はがきコンクール」においては、例年通りに開催することがで

きました。 

また、組織基盤の柱である会員増強では関係友誼団体や地元金融機関の協力もあり、前年度を上回

る実績を上げることができました。 

 

Ⅱ. 主な活動 

 

１ 税知識の普及や納税意識の高揚を目的とする事業 

 （１） 研修活動の充実 

      税制・税務に関する集合型研修は、「インボイス制度」を中心に親会・支部・部会を併せ８回 

開催し、延べ３４８名が参加されました。また、令和３年７月に導入したインターネットセミナー 

（セミナー・オンデマンド）により、会員企業の知識向上に繋げることができました。 

 

 （２） 租税教育に関する事業 

     平成１３年度より取り組んでいる「 租税教室 」は、担当する小学校２８校の６年生児童１，５

４６名を対象に開催しました。また、開催した２８校には「 租税教室感想文集 」を作成して配

付し、「卒業お祝い品」としてシャープペンシルを２８校の全卒業児童に贈呈いたしました。 

  １４回目となった女性部会主催の「 令和４年度 税に関する絵はがきコンクール 」は、呉市

内３５小学校全てから６年生児童１，６３７名の応募があり、厳正な審査のうえ選出した優秀な

作品は、呉市役所や広まちづくりセンター、ゆめタウン呉に展示し、多くの市民の方に観覧して

いただきました。また、１１月２６日に開催した表彰式では約２００名の児童と保護者に出席い

ただき、賞状と記念品を授与いたしました。 

 

 （３） 税知識普及のための街頭活動 

      「くれ食の祭典」が今年度も中止となったため、呉税務関係団体連絡協議会に協賛し「税を 

    考える週間」に合わせ、１１月１１日ゆめタウン呉にて税の街頭広報を行ない、市民の税知識の 

向上を図りました。 

 

２ 税を巡る諸環境の整備改善等を図る事業 

（１） 税制改正への活動 

我が国の経済社会を発展させるために公平で健全な税制の実現を目指すためのアンケー 

トを実施し、「呉法人会税制改正要望事項」として取りまとめ、県法連、全法連を通じて要望書 

を提出しました。 

また、１１月から１２月にかけて全法連作成の 「 令和５年度税制改正に関する提言 」を 

寺田衆議院議員、新原呉市長、北川呉市議会議長に持参し、税制改正の要望提言活動を実

施しました。 
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（２） 税に関する広報活動 

   「期限内納付推進運動」並びに「インボイス制度」「e-Ｔax」、「eLTAX」、｢ダイレクト納付｣、 

「マイナンバー制度」を普及推進するため、各種会合で周知するとともに会報・ホームページに 

て税関連情報を発信しました。 

 

３ 地域企業の健全な発展と、地域社会への貢献を目的とする事業 

    呉税務署管内の法人および個人事業主を対象に経営に関する研修会を開催し、税務や企

業経営に関する小冊子を会員並びに会員以外の希望者にも無償配布して地域企業の健全な発

展に寄与。懇親会や新年互礼会にて会員相互の交流・情報交換を促進し、企業価値の向上

を支援しました。また、会員および一般市民を対象として「カープ」「音楽」「食品ロス」などをテ

ーマとした講演会を開催し、多くの市民の方に参加いただきました。 

 

 ４ 法人会会員の活動を支援とすることを目的とする事業 

 （１） 組織の強化・充実 

９月から１２月にかけて実施した会員増強運動では、呉税務署、中国税理士会呉支部、福利

厚生制度取扱会社３社および地元金融機関３行のご協力のもと、役員、支部長、支部役員、青

年部会、女性部会が一丸となって推進した結果、前年度を上回る７９社の新入会員を獲得するこ

とができ、令和４年１２月末現在の会員数は２,６０８社(個人賛助会員１１０名) 、加入率は６２.５

６％となりました。 

 

（２） 広報活動の充実 

有益な情報を発信していくことを念頭にして、年３回発刊した会報「灰が峰」やホームページを充

実させ、税に関する情報や活動内容などを紹介し、法人会の魅力と活力を周知することで税団体

として存在感を高めていきました。会報誌は会員企業の他、税務関係友誼団体・地元金融機関窓

口及び小学校・一部の市民センターにも配付しました。 

また、研修会や講演会等の開催案内を地元経済誌等に掲載し、知名度の向上を図りました。 

          

（３）青年・女性・調査課部会の充実 

   イ 青年部会    部会員数   ６２名 

青年部会は時代を担う経営者としての資質向上を目的に研修会・交流会等の活動を実施しまし

た。活動の大きな柱である「租税教育活動」では、３名の部会員が新しく講師を経験しました。 

毎月理事会を開催して各事業活動について協議し、７月に高知法人会青年部会との交流会、８

月に企業視察で山形県鶴岡市の慶應義塾大学先端生命学研究所や全天候型児童施設「ＳＯＲＡＩ」

を訪問、１１月には税務諸団体親善ボウリング大会等を開催しました。また、女性部会と合同で税

務研修会、経営研修会を開催し、活動の共有化と親睦を深めました。 

「財政健全化のための健康経営プロジェクト」については、全国青年の集い沖縄大会にエントリー

し、広島県青年の集いでも部会活動報告に取り入れて発表しました。参 

 

    ロ 女性部会   部会員数   ４０名 

女性部会は魅力ある女性部会をめざし、研修事業では青年部会と合同で税務研修会を開催し、

研修会後は部会員との親睦交流を図りました。１１月には創立３０周年記念講演会および懇親会を

盛大に開催して、部会員の資質向上と情報共有による法人会活動の更なる充実・活性化に繋げま

した。 

１４年目を迎えた「 税に関する絵はがきコンクール 」は、呉市内３５小学校全てから６年生児童１，

６３７名の応募があり、呉市美術館の横山館長を審査委員長として厳正な審査を行い、呉税務署長

賞など特別賞８点、優秀賞４５点、入選９６点を選出しました。入賞した作品は呉市役所や広まちづ

くりセンター、ゆめタウン呉に展示し、多くの市民の方に鑑賞していただきました。また、１１月２６日

には新日本造機ホールにて表彰式を行い、約２００名の児童と保護者に出席していただき、賞状と

記念品を贈呈しました。 
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 ハ 調査課部会   部会員数   ２２名 

調査課部会は部会の定める目的に従い、実務担当者、経営者を対象とした研修会を開催しまし

た。実務者研修会では広島国税局調査査察部調査管理課の方を講師に迎え、「令和４年度税制改

正について」をテーマに研修を行いました。また、経営者研修会では、呉市出身の福永雅文氏を講

師に迎え、「ランチェスター戦略で考える中小企業の新分野進出戦略」というテーマで開催し、部会

員以外の方にも聴講して頂きました。 

 

５ 法人会会員の福利厚生の向上事業 

福利厚生制度推進については、「１社でも多くの会員企業を守りたい」という制度創設時の理念に基

づき、組織委員会・厚生委員会が連携して保険加入推進を図りました。福利厚生制度受託３社との連

携強化を図り、情報提供先の拡充および会員との接点構築を支援し、各支部役員の協力も得ながら推

進を行いました。 


